
利用者開拓と空き家ワンストップ対応を組み合わせた「お家の未来相談窓口」によるモ
デル事業（特定非営利活動法人高田暮舎）

発表資料

課題 １.高齢化や人口減少により地縁血縁での空き家の保守保全が難しくなり、放
置空き家が発生することで土地の価値下落や近隣トラブルなど、地域全体に
負担がかかる危険性がある。
２.空き家の増加、悩みの多様化、地方移住者増加を背景に、既存の所有者
向けサービスにとどまらない事業展開や体制づくりが求められる。

目的 利用者開拓と空き家のワンストップ対応を組み合わせることで、空き家の利
用・管理・改修・解体を包括的に取り扱うビジネスモデルを構築。空き家問題
の解決に向けて効果的かつ持続的に取り組む。

取組内容 （ア）空き家の「利用者」「所有者」に対する調査・分析、計画、実証の報告書
（仮説の検証）
（イ）利用者開拓と空き家のワンストップ対応を組み合わせたビジネスモデルの
事業計画
（ウ）ビジネスモデルの実証 相談対応40件 受注20件
（※各項目において必要数の計画会議などを実施）

成果 (ア)ヒアリング報告書
(イ)①専門家による勉強会・指導/HP・公式LINE・Facebookページ

②事業計画・ふるさと納税
(ウ)相談対応42件 受注26件（+準備中5件）
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体制図

主担当者（３名）

高田暮舎
空き家バンク担当者

（１名）

副担当者
（1名）

家財・遺品整理、定期管理
実施スタッフ（５名）

専門家支援実地対応連携情報提供

情報整理、関係者調整
現場対応、営業

家財整理サポート
事業担当者

（１名）



移住者視点の空き家マッチングサービス（来年度実施予定）

移住希望者の顔、声、希望物件情報を発信。需要と供給を掘り起こす。
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・保守保全サービス
・周知の協力

空き家バンク空き家バンク空き家バンク 移住コンシェルジュ移住コンシェルジュ移住コンシェルジュ・物件情報提供

需要・供給喚起 保守保全サービスの提供

（イ）利用者開拓と空き家のワンストップ対応を組み合わせたビジネスモデルの事業計画

・移住者及び
検討者情報提供

・移住者及び検討者の共有
・保守保全サービス
・家財の安価提供

①維持管理・補修の需要
②移住初期の家財需要

（今年度7件の連携）

(ア)空き家「利用者」への調査、分析より

3事業関係図

・物件情報提供
・周知の協力

（今年度20件以上の連携）

既存の「所有者」向けを強化。かつ、供給を掘り起こすために「利用者」の声を生かす枠組みへ



パンフレット 相談窓口 専門業者

定期管理

家財整理

空き家バンク

ホームページ

電話・メール

事務所窓口

公式LINE

きっかけづくり・初期タッチポイント コンタクト 相談 契約

古物販売

Facebookページ

ふるさと納税

広報紙掲載

地域イベント
（市民講座等）

（3）家財・古物の勉強会実施
課題：家財に関する悩みの多様化
解決手法：空き家まるごと活用モデル
の構築（来年度実施予定）
①環境負荷削減・所有者のコスト削減
②収益構造強化・料金値下げ（2）ふるさと納税返礼品登録

（2月掲載開始）
課題：コロナによる距離的問題
解決手法：遠方所有者へのサービス提
供
①遠隔での問題解決・選択肢増
②受注件数増加
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（１）相談プラットフォームの整備
課題：所有者の当事者性の高まり
解決手法：より多くの所有者へ届く導線づくり（前頁及び下図参照）
①所有者の初期相談の受皿整備②受注件数増加

（イ）利用者開拓と空き家のワンストップ対応を組み合わせたビジネスモデルの事業計画
包括的な相談体制整備のための施策フロー図

広報紙掲載

（０）施策内容
課題：ヒアリングにより明確になったこと・掘り下げられたこと
解決手法：必要性が発見できたこと
その手法による①社会的効果②事業効果

ホームページ（2月オープン）Facebook（1月オープン）

メモリーズ横尾氏の勉強会（1月実施）



移住者視点の空き家
マッチングサービス
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空き家総合窓口空き家総合窓口空き家総合窓口
（イ）利用者開拓と空き家のワンストップ対応を組み合わせたビジネスモデルの事業計画

対所有者 対利用者

・市内の空き家軒数約７５０軒、一年ごとに
約50軒増加と算出。

・増加する空き家に対して様々なサービス
が必要になることを見込み、人員や設備
に投資し、柔軟なサービスを展開すること
が可能な数値設定とした。

・2025年度から補助事業なしで自走でき
る数値設定とした。

移住コンシェルジュ移住コンシェルジュ移住コンシェルジュ空き家バンク空き家バンク空き家バンク

（イ）10年間の収支計画

利用者窓口の強化で①利用者への販路②所有者の供給喚起という2つの販路拡大を見込むことができる

対利用者

事業モデル
概要図



(ウ)ビジネスモデルの実証

B．家主の思い出を守り、不安や困りごとに寄り添う空き家管理サポート

C．家主の思い出の家財、遺品を整理

問い合わせ ４件

問い合わせ１８件 受注５件
（準備中5件）

C.遺品整理の様子
D．その他相談窓口

古物・古材買取 ２件
土地・家の譲渡 3件
利活用or解体の相談 1件
家の運用方法の相談 1件
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受注１６回（延べ）

A．診断カルテ・提案書作成を行う総合診断：３件

近隣空き家の被害相談 1件
空家バンク仲介 3件
空き家の利用 2件
その他 5件

相談対応：42件 受注対応：26件(+準備中５件）

E. 空き家利用者向け「家財フリーマーケット」：６回実施

B.定期管理の様子

D.その他相談窓口
補修工事の様子


